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本論文の基礎をなす第 1 部の「聖書のゲーテ的受容」の章では、 『詩と真実』、 『西東詩集』の「注解と論考j な
どを仔細に検討することによって、ゲーテと聖書の深い関わりが具体的に究明されている。 r二つの重要な聖書の問
題J 、 「教会史の問題J の二つの章は、教会史全体を{府鰍し、ゲーテがこれといかに取り組んだか、とりわけアルノ
ルトの『教会と異端の歴史』が彼に与えた大きな影響が明らかにされている。












































対峠させっつ、ゲーテひいては近代的人間像の悲劇を論じ、やみくもに「前へと突き進む (streben) J ファウストの
行動を鋭く批判する論調には、論者のただならぬ気迫がみなぎっている。と同時にしかし、「ファウストがゲーテに
よって作り出された人物であれば、グレートヒェンもまたそうである。(中略)メフィストの世界もグレートヒェン
の世界もみなゲーテの精神世界である」との一文には、一貫して苛烈な論調にもかかわらず、論者の学問的な公正さ・
誠実さに触れる思いがした。
上述のことからも推測されるように、本論文の最大の特徴は、一方では論者の長年にわたるゲーテ研究と、また他
方では旧約・新約聖書に対する心血を注いだ研究とを、真っ向から対峠させ、対決させるという、いわば論者の精神
と身体を賭した一貫した苛烈な姿勢にあり、その底には内村鑑三の無教会主義の思想、が沸き立つ奔流として流れてい
る。そのために、まま、神学論争に陥りそうな面もなくはないが、しかし論者自身そのことを絶えず戒めながら、あ
くまでもゲーテのテクストに即することに努めており、そのことが本論文に大きな説得力を与えている。しかし、論
述の激しさのゆえに、ときにやや行き過ぎた論敵批判が見られたり、まま文献学的な手続きに不備が散見する点は指
摘しておきたい。
しかし、これらの点は本論文の学術的な価値を損なうものでは決してない。よって、本審査委員会は本論文を博士
(文学)の学位にふさわしいものと認定する。
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